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２……… トピックス 下越地区公民館関係役職員等研修会  兼  下越地区社会教育研究集会

３……… 視 点 避難所としての公民館への期待　燕市吉田公民館長　五井　勇二
ひ ろ ば 「ボランティア活動をとおして」　胎内市社教委員・公運審委員　佐久間敏昭
掲 示 板 「深めよう絆　県民の集い」開催

6……… 実践記録シリーズ 「むらかみ市民講座」　村上市中央公民館

7……… サークル交流 「心豊かな時を過ごす」（出雲崎町）／「コーラスを愛する仲間に寄り添って」（聖籠町）
素 顔 拝 見 今井　知宏さん（新発田市）／金子　昌則さん（加茂市）

８……… お元気ですか 「生きがいは山歩き」　柏崎市・春川　純一さん
ネットワーク

父親学級・亀田地区「おさかなマイスターによるおさかな講座」（新潟市）
昨年度の受講生を講師に迎え，魚のさばき方を教えてもらいました。
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210月４日㈫　生涯学習県民フォーラム実行委員会　県生涯学習推進センター　事務局長出席 ひとくち情報

下
越
地
区
公
民
館
関
係
役
職
員
等
研
修
会  

兼  

下
越
地
区
社
会
教
育
研
究
集
会

▶
T

O
P

IC
S

○�

今
年
度
の
下
越
地
区
管
内
公
民
館

関
係
役
職
員
と
社
会
教
育
委
員
が

交
流
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、公

民
館
の
あ
り
方
や
社
会
教
育
等
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
日
時
：
平
成
28
年
10
月
５
日（
水
）

　
　
　
　
10：00
～
15：40

　
会
場
：
胎
内
市
産
業
文
化
会
館

　
　
　
　
参
加
者
数：１
０
４
名

○�

研
修
テ
ー
マ「
社
会
の
変
化
に
対

応
す
る
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の

創
造
」
～
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
社
会
教
育
の
果
た
す
役
割
～

○
研
修
日
程

　
10：00　
開
会

　
挨�

拶　
下
越
地
区
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
長（
三
浦
公
平
）

　
祝
辞　
下
越
教
育
事
務
所
長

�

（
佐
藤
政
志
氏
）

　
挨
拶　
胎
内
市
長（
吉
田
和
夫
氏
）

　
10：30　
講�

演
会

　
　
「�

昭
和
の
不
良
少
年
か
ら
観
た

平
成
の
少
年
」

　
　
講
師　
（
株
）安
田
組
会
長

�

安
田
光
一
氏

　
13：15　
分
科
会

　
　
１
～
５
分
科
会

　
15：10　
閉
会

　
指
導　
下
越
教
育
事
務
所
社
会

�

教
育
課
長（
伊
比
宗
宏
氏
）

　
挨�

拶　
下
越
地
区
公
民
館�

連
絡
協

議
会
長（
松
川
稔
明
）

○�

講
演
は
、少
年
鑑
別
所
や
少
年
院

を
出
た
少
年
を
雇
う
い
き
さ
つ

や
、そ
れ
ら
の
少
年
が
ど
の
よ
う

に
更
生
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
話

が
中
心
で
、豊
富
な
実
例
を
交
え

て
の
講
演
で
し
た
。

　

�　

講
師
の
持
論
で
あ
る「
矯
正
施

設
を
出
た
少
年
は
職
人
を
目
指
す

と
よ
い
。
大
概
３
年
余
り
の
修
業

を
積
め
ば
そ
の
道
で
稼
げ
る
。
頑

張
れ
ば
親
方
に
も
な
れ
る
。
腕
の

良
い
職
人
の
過
去
な
ど
誰
も
気
に

か
け
な
い
。
た
だ
、辛
抱
が
必
要

だ
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
れ
ば
幸
せ

な
人
生
が
あ
る
の
だ
と
、夢
を
持

た
せ
る
よ
う
頑
張
ら
せ
る
」説
得

力
あ
る
話
で
し
た
。

　
�　

テ
レ
ビ「
金
八
先
生
」に
出
演
し

た
時
の
こ
と
や
俳
優
・
武
田
鉄
矢

氏
と
の
交
流
な
ど
面
白
い
話
の
連

続
で
90
分
の
講
演
時
間
が
短
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

○
分
科
会

　
午
後
は
１
～
５
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

�

第
１
分
科
会（
地
域
全
体
で
子
供

を
育
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
第
２
分
科
会

　
（
生
き
生
き
通
学
合
宿
）

　
第�

３
分
科
会（
公
民
館
が
若
者
に

よ
り
学
園
祭
に
大
変
身
）

　
第
４
分
科
会

�

（
地
域
と
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
）

　
第
５
分
科
会

�

（
地
区
の
公
民
館
活
動
の
重
要
性
）
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挨拶：左から　三浦会長　佐藤所長　吉田市長

発表：本間　清（村上市）

発表：藍木雅義（阿賀野市）発表：須貝貴子（新発田市）発表：児玉　功（佐渡市）

発表：近藤高広（五泉市）

熱弁の講師　安田光―氏



3 ひとくち情報 10月５日㈬　下越地区社会教育研究集会兼下越地区公民館関係役職員等研修会胎内市産業文化会館　事務局長参加

ひろばひろば

が
ら
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

①
学
校
よ
り
町
中
に
あ
り
、身
近

な
存
在
で
あ
る
。

　

②
学
校
も
同
様
で
あ
る
が
、公
立

の
建
物
で
あ
り
、耐
震
性
な
ど

安
心
感
が
あ
る
。

　

③
職
員
が
住
民
に
と
っ
て
顔
な
じ

み
で
あ
る
。

　

④
各
部
屋
に
エ
ア
コ
ン
が
付
い
て

い
る
。

　

⑤
学
校
の
体
育
館
よ
り
ト
イ
レ
に

行
き
や
す
そ
う
。

　

⑥
和
室
や
調
理
室
が
あ
っ
て
、家

庭
と
同
じ
よ
う
な
生
活
が
で
き

そ
う
。

　

⑦
小
さ
な
部
屋
が
あ
り
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
が
守
ら
れ
そ
う
。

　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
公
民

館
に
よ
っ
て
は「
そ
う
だ
」と
言
い
切

れ
な
い
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、も
し
も
に
備
え
て
住

民
に
と
っ
て
身
近
で
安
心
で
き
る
公

民
館
を
目
指
し
て
、ハ
ー
ド・
ソ
フ
ト

の
両
面
で
準
備
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

公
民
館
月
報
９
月
号「
視
点
」に
、

新
潟
県
立
大
学
植
木
信
一
准
教
授
が

避
難
所
と
し
て
の
学
校
の
良
さ
を
書

い
て
お
ら
れ
ま
す
。災
害
に
備
え
て
、

公
民
館
と
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
生
か
し
、補
完
し
あ
う
た
め
に
も
、

学
社
連
携
が
重
要
だ
と
改
め
て
考
え

て
い
ま
す
。

　

４
月
の
熊
本
地
震
や
度
重
な
る
台

風
な
ど
、今
年
も
日
本
列
島
が
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
、避

難
所
に
行
か
な
い
の
で
す
か
」と
い

う
問
い
か
け
に「
公
民
館
が
避
難
所

な
ら
行
く
の
で
す
が
」と
答
え
て
い

る
映
像
が
、ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、公
民
館
や
生
涯
学
習
に

関
係
す
る
人
た
ち
と
炉
辺
談
話
的

に
、「
公
民
館
が
避
難
所
と
し
て
期
待

さ
れ
る
こ
と
」を
学
校
と
比
較
し
な

避
難
所
と
し
て
の
公
民
館
へ
の
期
待

　
『
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、学
校
だ
け

で
は
ダ
メ
な
の
だ
。』平
成
18
年
当
時

中
条
小
学
校
長
Ｈ
さ
ん
が
、私
た
ち

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
委
員

に
熱
心
に
語
っ
た
。地
域
の
力・知
恵

を
総
動
員
し
て
教
職
員
の
一
助
と
な

り
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
胎
内
市

の
学
校
と
地
域
の
協
働
は
、胎
内
市

教
育
振
興
基
本
計
画
よ
り
や
や
進
ん

だ
状
態
で
推
移
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

中
条
小
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の『
感
謝
の
会
』の
と
き
子
ど
も
た
ち

が『
学
校
坂
道
』と
い
う
歌
を
合
唱
し

て
く
れ
た
。
自
分
た
ち
の
自
慢
の
学

校
は
、学
校・
地
域・
児
童
の
同
じ
想

い
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
光
り
輝
い

て
い
る
。

　

歌
声
か
ら
は
そ
う
感
じ
ら
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
の
眼
に
光

る
も
の
が
見
え
た
。「
子
ど
も
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
っ
た
。」「
参
画
し
て

ま
る
で
自
分
自
身
の
為
の
よ
う
だ
。」

そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
た
。

　

家
庭
環
境
や
少
子
高
齢
化
等
社
会

が
変
化
し
て
い
る
今
、そ
う
い
っ
た

気
持
ち
を
持
て
る
人
た
ち
が
増
え
た

ら
い
い
な
と
思
う
。
私
も
で
き
る
事

を
続
け
て
行
こ
う
と
思
う
。
老
若
男

女
問
わ
ず
に
共
生
で
き
る
よ
う
に
。

下
越
教
育
事
務
所
の
Ｉ
さ
ん
は『
生

涯
学
習
教
育
は
、今
日
行
動
す
る
、し

に
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
教
育

（
今
日
行
く
）』だ
と
か
。で
き
る
こ
と

を
続
け
て
い
ま
す
。

掲示板 HOT NEWS

胎内市社教委員
公運審委員
佐久間敏昭

「ボランティア
活動をとおして」

「深めよう絆　県民の集い」開催

　新潟県教育委員会では「いじめ見逃しゼロ～わたしたちに
できること」をテーマに「深めよう絆　県民の集い」を開催し
ました。
　期日：平成28年11月５日（土）
　会場：りゅーとぴあ　新潟市民芸術文化会館コンサートホール
　内容：�実践発表 /リレートーク / 県民の集い「いじめ見逃

しゼロ宣言」
　　　　�実践発表：村上神納中学校、柏崎刈羽中学校、労金

笑顔プロジェクト
　リレートーク：上越三和中学校、長岡東中学校、新潟高校、

帝京長岡高校、PTA 連合会、新潟日報社、
相村建設、ブルボンポロクラブ、ALSOK

　進行：伊勢みずほ（フリーアナウンサー）
　　　　江口　歩（ナマラエンターテイメント）
　＊�公民会連合会は本事業の構成団体です。12月号の公民館月

報で大会の模様を掲載いたします。

燕市吉田公民館長
五井　勇二

№765（第３種郵便物認可） 	 平成28年11月15日 



410月17日㈪　公民館月報10月号発行 ひとくち情報

特
集

　

10
月
28
日（
金
）、29
日（
土
）に
県
教
育
委
員
会
主
催
の
生

涯
学
習
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
教
育
委

員
会
で
は
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、事
業
企
画
に
は
県
社
会

教
育
団
体
懇
話
会（
会
長：
早
川
寿
男
県
公
連
会
長
）10
団
体

が
実
行
委
員
と
し
て
参
画
し
て
イ
ベ
ン
ト
開
催
準
備
を
進

め
、当
日
の
運
営
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
模
様
の
肌
寒
い
天
気
で
屋
外
ブ
ー
ス
の
開
設

を
や
め
屋
内
で
対
応
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
す
る
午
後
に
は

雨
が
上
が
り
、会
場
と
な
っ
た
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
に
は
、初
日
の
講
演
会
が
満
席
に
な
る
ほ
ど
多
数
の
県

民
が
集
ま
り
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
両
日
の
模
様
を
記
録

写
真
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

〈
10
月
28
日（
金
）〉午
後
１
時
30
分
～

１　
開
会
式

　
　
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
奨
励
賞（
学
長
賞
）表
彰
式

授与者は高井盛雄副知事

手話通訳と要約筆記

２　
講
演
会

　
　
講
師：

　
　
辻
井
い
つ
子
さ
ん

　
　

�「
明
る
く
、楽
し

く
、あ
き
ら
め
な

い
生
き
方
」

〈
10
月
29
日（
土
）〉午
前
10
時
～

１　
起
震
車
体
験（
担
当：ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）

　
起
震
車
体
験
を
会
場

前
で
行
い
ま
し
た
。
肌

寒
い
気
温
の
中
で
し

た
が
、参
加
者
は
ほ
ぼ

途
切
れ
る
こ
と
が
な

く
多
数
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

整理券配布に多数の人が並びました。

２　
親
子
遊
び「
た
み
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」

　
　
　
（
担
当：ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、生
涯
学
習
協
会
）

　

会
場
で
は「
た
み
さ

ん
」の
歌
と
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
に
合
わ
せ
て
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
が
に
ぎ

や
か
に
行
わ
れ
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

３　
講
演
会「
チ
ョ
イ
待
ち
育
児
の
ス
ス
メ
」

　
　
講
師：同
志
社
大
学
教
授　
小
西　
行
郎
さ
ん

　

講
師
の
小
西
さ
ん
の

軽
妙
な
語
り
口
と
映
像

を
示
し
な
が
ら
育
児
の

本
質
に
切
り
込
む
興
味

深
い
お
話
で
し
た
。１

時
間
で
は
短
く
、も
っ

と
聞
き
た
い
と
思
わ
せ

る
良
い
講
演
で
し
た
。

№765（第３種郵便物認可） � 平成28年11月15日 
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１
６　
開
催



5 ひとくち情報 10月21日㈮　県社会教育研究大会田上大会　湯田上温泉「ホテル小柳」　早川会長出席

４　
講
演「
暮
ら
し
と
防
災
」
／
芸
能
発
表「
佐
渡・春
駒
」

　
　
　
（
担
当：婦
人
連
盟
）

５　
公
民
館
活
動
発
表
会

　
　
　
（
担
当：社
会
教
育
主
事
等
会
、生
涯
学
習
協
会
）

　

防災講演：県LPガス協会
佐藤和彦さん

佐渡伝統芸能「春駒」 上：太鼓と口上を述べる人
下：踊りと口上者との掛け合い新潟市中央公民館と坂井輪地区公民館が

実践発表をしました。

６�　

手
作
り
お
も
ち
ゃ

展
示
と
制
作（
担
当：

生
涯
学
習
協
会
）

７　
子
ど
も
積
み
木
遊
び

　
　

�「
子
ど
も
の
遊
び
の

ひ
ろ
ば
」（
担
当：
県

子
ど
も
会
育
成
連
合

会
）

８　
チ
ャ
レ
ン
ジ
広
場　
お
話
の
部
屋　
団
体
の
活
動
紹
介

　
　
　
（�

担
当：
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、婦
人
連
盟
、生
涯
学
習
協
会
） 　木製積み木を自由に積み上げるコーナー。

親子連れでにぎわいました。

９　
高
校
生
活
動
成
果
品
展
示
と
小
物
販
売

　
　
　
（
担
当：高
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

　

２
日
間
を
振
り
返
っ
て
、過
去
２
回
の
同
イ
ベ
ン
ト
と
比

べ
る
と
運
営
に
多
数
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

１　

会
場
入
り
口
に
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
ア
ピ
ー
ル
し
た

こ
と
。

　

２　

開
催
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
が
例
年
よ
り
早
く

完
成
し
配
布
で
き
た
こ
と
。

　

３　

活
動
紹
介
ブ
ー
ス
に
高
校
生
、学
生
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
な
ど
の
若
者
が
多
く
参
加
し
た
こ
と
。

　

４　

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、来
場
者
が
興
味

を
引
く
内
容
と
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

５　

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
が
例
年
よ
り
多
く
の
出
品

や
活
動
支
援
者
が
参
加
し
た
こ
と
。

　
６　
講
師
の
選
定
が
良
く
来
場
者
が
増
え
た
こ
と
。

　
来
場
者
数
は
集
計
中
で
す
が
、例
年
よ
り
か
な
り
多
く
の

来
場
者
が
あ
っ
た
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
成
果
を

上
げ
来
年
の
開
催
に
つ
な
が
る
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま

し
た
。�

（
実
行
委
員
長　
田
原　
理（
県
公
連
））

新発田商業高校のブースと新潟商業高校の
みなさん。予定の小物販売は完売しました。

新潟子ども医療専門学校の学生。
後方は、応援マスコットの「トッキッキ
（県）」と「たっちゃん（新潟市中央区）」親子でチャレンジ　オセロと各種ゲーム
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

【
企
画
提
案
で
市
民
参
画
促
進
】

　

村
上
市
の
公
民
館
運
営
は
、市
民
が
主
役
に
な

れ
る
運
営
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

一
つ
の
事
業
と
し
て
平
成
25
年
度
か
ら
市
民
か
ら

の
企
画
提
案
型
事
業「
む
ら
か
み
市
民
講
座
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
公
民
館
は
、講
座・
教
室
な
ど
を
実

施
す
る
上
で
、参
加
者
数
や
満
足
度
な
ど
を
重
要

視
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、市
民
が
様
々
な

分
野
で
学
習
活
動
を
し
て
身
に
付
け
た
力
を
十
分

に
活
用
で
き
て
い
な
い
面
も
あ
り
、行
政
主
導
で

進
め
る
こ
と
で
市
民
参
画
の
意
欲
が
高
ま
ら
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
む
ら
か
み
市
民
講
座
」で
は
、市
民
か
ら
の
企

画
提
案
に
こ
だ
わ
り
、企
画
を
出
す
だ
け
で
な
く

実
施
に
向
け
て
提
案
者
と
行
政
が
協
働
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
企
画
案
の
多
く
は
、こ
れ
ま
で

の
公
民
館
で
よ
く
見
ら
れ
た
趣
味
や
教
養
に
関
す

る
講
座
で
し
た
が
、選
考
段
階
で
は
、村
上
市
の
地

域
課
題
や
、現
代
的
課
題
に
配
慮
し
た
も
の
を
優

先
的
に
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
大
切
な
の
は
参
画
に
対
す
る
意
識
で

す
。「
依
頼
し
て
受
諾
す
る
」の
と「
自
ら
企
画
し
参

画
す
る
」の
と
で
は
、同
じ
講
座
を
実
施
し
た
と
し

て
も
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
参
画
す
る
側
の

意
識
付
け
を
し
っ
か
り
と
す
る
こ
と
で
、そ
の
後

の
主
体
的
な
行
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
実
施
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
企
画
提
案
に
よ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」を
実

施
し
、地
域
の
茶
の
間
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、若

者
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
な
ど
を
学
び
、

「
学
ん
で
終
わ
り
」で
は
な
く「
学
習
成
果
を
地
域

活
動
へ
つ
な
げ
る
」こ
と
を
目
標
に
し
て
講
座
を

実
施
し
、実
際
に
講
座
終
了
後
、参
加
者
が
自
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
す
る
な
ど
の
成
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

【
今
後
に
つ
い
て
】

　

む
ら
か
み
市
民
講
座
で
市
民
参
画
の
流
れ
を
作

り
、中
央
公
民
館
や
地
区
公
民
館
で
実
施
す
る
他

の
事
業
に
派
生
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
か
ら
派
生
し
、各
地
区
公
民
館
で

も
市
民
参
画
の
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

地
区
公
民
館
に
は
、「
公
民
館
運
営
協
力
員
」を

配
置
し
て
お
り
、協
力
員
の
企
画
提
案
に
よ
る
事

業
実
施
も
徐
々
に
充
実
し
て
き
ま
し
た
。「
企
画
段

階
か
ら
の
参
画
」に
こ
だ
わ
り
、研
修
や
熟
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
、単
に
学
習
機
会
を
提
供
す
る
場
所

で
は
な
く
、市
民
の
皆
さ
ん
が「
主
体
的
」か
つ「
創

造
的
」に
学
習
し
、地
域
と
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が

ら
、そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�

主
査（
社
会
教
育
主
事
）岸　
　
宗
光

回 日　程 内　　　容

１ ２/23（火） コミュニケーション
スキルアップ（その１）

２ ３/ １（火） 救急救命講習

３ ３/ ８（火） コミュニケーション
スキルアップ（その２）

講 座 プ ロ グ ラ ム

№765（第３種郵便物認可） � 平成28年11月15日 
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CirCle
サークル交流

　
出
雲
崎
町・絵
画
サ
ー
ク
ル

�

山
崎　
シ
ゲ　
記

　
聖
籠
町・聖
山
大
学
Ｏ
Ｂ
コ
ー
ラ
ス
部

�

講
師　
橋
本　

洽き
ょ
う

子こ　
記

大
学
Ｏ
Ｂ
コ
ー
ラ
ス
部
」と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

歌
う
事
を
楽
し
み
な
が
ら
音
楽

の
知
識
や
リ
ズ
ム
の
勉
強
を
し
、学

べ
る
事
の
う
れ
し
さ
で
み
な
さ
ん

輝
い
て
い
ま
す
。
公
民
館
を
利
用

し
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、

若
者
た
ち
、少
年
少
女
、お
か
あ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

年
１
回
の
町
音
楽
祭
合
同
合
唱

で
は
、憧
れ
の
衣
装
に
身
を
包
み
、

子
ど
も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
に

挑
戦
。現
代
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
大
変
で
す
が
、子

ど
も
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
ま
い
と

汗
だ
く
に
な
っ
て
練
習
に
励
む
姿

に
微
笑
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
練

習
を
終
え
た
後
、た
っ
た
今
覚
え

た
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
帰
っ
て

い
く
仲
間
た
ち
に
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
寄
り
添
い
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
を
愛
す
る

　
仲
間
に
寄
り
添
っ
て

聖
山
大
学
Ｏ
Ｂ
コ
ー
ラ
ス
部

　
町
公
民
館
で
は
、60
歳
以
上
を
対

象
に
し
た
高
齢
者
学
級「
聖せ

い
ざ
ん山
大

学
」が
開
校
さ
れ
、１
年
間
の
学
習

期
間
で
、様
々
な
事
業
を
行
い
、交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
卒
業

し
た
Ｏ
Ｂ
を
対
象
に
コ
ー
ラ
ス
を

や
り
た
い
仲
間
が
集
ま
り
、「
聖
山

　４月から新発田市紫雲寺地区公
民館に配属された今井知宏さんを
紹介します。
　以前は、社会福祉や税務関係の
職場にいたそうで、物腰の柔らか
い丁寧な対応が徹底されている先
輩です。
　そして、性格は大変穏やかでいつも冷静沈着な今
井さん。そんな、今井さんの趣味は、お酒とアイド
ルです。お酒については、中でもワインにとても詳
しく、美味しいワインを紹介してくれます。そして、
アイドル歴については、かれこれ10年以上とのこと。
イベントで年に数回は、東京へ出掛けます。
　当館の職員５名のうち、４名が自宅から職場が10
分程の距離の中、今井さんだけが、自宅から職場が
１時間弱という状況ですが、車内で好きなアイドル
の音楽を聴きながら、仕事へのやる気も高め、日々、
公民館利用者や地域の方々のために、業務に励んで
います。
　お酒やアイドルに興味のある方はぜひ、紫雲寺地
区公民館へお越し下さい。

（新発田市紫雲寺地区公民館　山崎　　葵　記）

新発田市紫雲寺地区公民館

主任　今井　知宏さん

　公民館に来て２年目になる
金子昌則さんについて紹介し
ます。
　加茂市役所に採用されてか
ら15年間、環境課の公害交通係で、市民の生活基
盤を担う重要な仕事を任せられてきました。
　公民館は今までとは全く違った雰囲気の中で
の市民との関わりであり、いろんな人との出会
いで新鮮な毎日を過ごしていることと思います。
　持ち前の素敵な笑顔と優しい人柄で、公民館利
用者や講座受講生を中心に〈金子ファン〉が着々
と増加しています。
　みんなに頼られ、テキパキと仕事をこなして
いく姿は、まさに「頼もしい」金子さんであり
ます。

（加茂市公民館　野村　直美　記）

加茂市公民館

主査　金子　昌則さん

心
豊
か
な
時
を
過
ご
す

絵
画
サ
ー
ク
ル

　

公
民
館
の
絵
画
教
室
３
年
間
を

経
て
、サ
ー
ク
ル
と
し
て
独
立
し

て
２
年
目
の
新
米
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

月
２
回
、木
曜
日
の
午
後
、花
や

野
菜
等
そ
れ
ぞ
れ
画
材
を
手
に
中

央
公
民
館
に
集
ま
り
ま
す
。

　

若
い
時
か
ら
絵
が
大
好
き
な
者

同
志
が
描
く
事
の
喜
び
に
浸
り
な

が
ら
無
心
に
絵
筆
を
走
ら
せ
ま
す
。

　
楽
し
み
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
片
手
に
お
互
い
の

絵
を
ほ
め
合
い
励
ま
し
合
い
、絵
談

議
か
ら
花
談
議
と
話
に
花
が
咲
き

ま
す
。

　

田
中
実
先
生
の「
上
手
に
描
こ

う
と
せ
ず
楽
し
ん
で
」の
教
え
に

甘
え
て
…
果
た
し
て
上
達
し
て
い

る
の
や
ら
…
絵
が
上
手
に
な
る
事

は
勿
論
で
す
が
、こ
の
わ
ず
か
２

時
間
が
如
何
に
充
実
し
密
度
の
濃

い
時
間
で
あ
る
事
か
。
秋
の
作
品

展
に
向
け
て
秘
か
に
闘
志
を
燃
や

し
て
い
ま
す
。
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気

す

元

で

か

お

発行所　新潟県公民館連合会 発行人/会長　早川寿男　　編集人/事務局長　田原　理　Eメール/ni-koren@juno.ocn.ne.jp

保
育
園
が
う
る
さ
い
の
、犬
が
う
る
さ

い
の
と
、た
だ
の
文
句
を
正
論
め
か
し

て
言
っ
て
み
た
り
、大
抵
は
自
分
が
溜

飲
を
下
げ
た
い
だ
け
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

以
前
、我
が
家
の
隣
は
保
育
園
で
、親

や
近
所
の
人
も
一
言
も
迷
惑
だ
な
ん
て

言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
大
変
な
時

代
な
ん
で
す
ね
。�

（
田
原
）

　

東
京
都
の
保
育
園
問
題
を
テ
レ
ビ
で

取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

 

公
園
を
保
育
園
に
す
る
こ
と
の
是
非

は
別
に
し
て
、意
見
を
言
う
人
の
表
情

を
見
て
い
る
と
ま
る
で
ヒ
ス
テ
リ
ー
状

態
。
対
応
し
て
い
る
都
職
員
は
戸
惑
う

ば
か
り
の
様
子
で
お
気
の
毒
で
し
た
。

　
だ
い
た
い
、東
京
都
に
限
ら
ず
、や
れ

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

純 国 産 ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー
　ダムは、CO2を排出しないクリーンな電力を供
給しています。また、都市住民の生活や農業・産
業活動などに安定した水の供給を行い、集中豪雨
等の災害時には住民の生命・財産を守る機能を果
たすなど、国民の安心・安全にも役立っています。

新潟県ダム・発電関係市町村協議会
会長（阿賀町長）　神田　敏郎

新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　FAX 025（285）1609

　

市
役
所
を
退
職
し
、４
月
か
ら
私

も
退
職
者
デ
ビ
ュ
ー
。
退
職
と
は
、

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
何
十
年
ぶ
り

の
長
い
夏
休
み
に
入
る
よ
う
な
も

の
。
夏
休
み
の
朝
は
、ラ
ジ
オ
体
操

か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、毎
朝
、

体
操
を
し
て
い
る
。

　

さ
て
、私
の
生
き
が
い
は
山
歩
き

で
あ
る
。職
場
の
山
の
会
に
所
属
し
、

40
年
以
上
、仲
間
と
と
も
に
楽
し
ん

で
い
る
。
登
り
た
い
山
は
山
ほ
ど
あ

り
、い
く
ら
登
っ
て
も
飽
き
る
こ
と

が
な
い
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
こ
ん

な
に
夢
中
に
な
れ
る
も
の
に
出
会
え

た
自
分
は
幸
せ
だ
と
日
々
、感
じ
て

い
る
。

　

最
後
の
担
当
課
は
、生
涯
学
習
の

仕
事
で
あ
っ
た
。
職
場
に
は
、毎
日
、

元
気
で
い
き
い
き
と
学
び
集
う
人
生

の
達
人
が
た
く
さ
ん
来
ら
れ
て
お

り
、自
分
も
こ
う
い
う
人
に
な
り
た

い
と
い
つ
も
感
じ
て
い
た
。
そ
ん
な

中
で
始
め
た
山
歩
き
講
座
の
講
師
。

こ
れ
か
ら
山
歩
き
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
に
今
ま
で
経
験
し
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
山
歩
き
の
楽
し
さ

を
少
し
で
も
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
る
。
受
講
生
だ
け
で
新
し
い
山

歩
き
の
サ
ー
ク
ル
も
で
き
た
。
名
前

は「
エ
イ
ジ
レ
ス
山
の
会
」。
ま
さ
に

年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も
山
登
り
を

楽
し
も
う
と
い
う
も
の
。
も
ち
ろ
ん

私
も
会
員
だ
。
新
し
い
会
に
は
、新

し
い
出
会
い
が
あ
り
、わ
く
わ
く
し

て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
山
歩
き

を
人
生
の
柱
に
据
え
て
、た
く
さ
ん

の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
。

「
生
き
が
い
は
山
歩
き
」

春
川
　
純
一

（
柏
崎
市
）

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

 「
第
28
回
全
国
公
民
館 

　
　
　 

セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　

全
国
公
民
館
連
合
会
で
は「
全
国

公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　
下
記
の
と
お
り
新
潟
県
か
ら
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

１　

�

期
日　

平
成
29
年
１
月
16
日

（
月
）～
18
日（
水
）

２　

�

会
場　
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

�

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町

３
－

１

３　
研
修
内
容

　
Ⅰ　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
公
民
館
70
年

か
ら
の
創
造

－

新
し
い
社
会

の
仕
組
み
を
創
る

－

」

　
Ⅱ　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
対
談
１
～
４　
ま
と
め

　
Ⅲ　

�

講�

義
Ⅰ「
公
民
館
を
青
少
年

の
活
躍
の
場
に
」

　
　
　

�

講�

義
Ⅱ「
公
民
館
運
営
Q
＆

A　
社
会
教
育
法
23
条
に

ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
」

　
Ⅳ　

�

事
例
研
究「
全
国
の
優
れ
た

公
民
館
実
践
か
ら
」

　
　
　
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
Ⅴ　

�

特
別
対
談

　
　
　
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
公
民
館
」

　
Ⅵ　

�

講
義
Ⅲ　
「
社
会
を
つ
く
る

基
盤
と
し
て
の
公
民
館
」

４　
そ
の
他

　
Ⅰ
～
Ⅵ
ま
で
の
講
師
等
は
全
国
的

に
活
躍
し
て
い
る
方
々
で
す
。

　
こ
の
他
に
１
日
目
の
夜
に
情
報
交

換
会（
任
意
参
加
）が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
新
潟
県
公
連
が
推
薦
し

て
全
公
連
が
参
加
決
定
し
ま
す
。

　

旅
費
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
別
途
送
付
済
み
の
募
集
要
項
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

５　
申
し
込
み

　
11
月
30
日（
水
）ま
で
に
下
記
へ

　
新
潟
県
公
民
館
連
合
会
事
務
局

　
〒
９
５
0

－

２
０
０
4

　

�

新
潟
市
西
区
平
島
１
３
０
１
番
地

１
０
7

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
２
5

－

２
６
6

－

７
７
１
1　
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